
工法名： ハト小屋ユニット化工法（HATOCOT） No. 2018-外装-05

■工法概要 ■特徴・適用条件・注意事項 等

■写真・イメージ・図面

■検索用分類 

仮設 繰り返し作業 Q 鳶工

基礎 工程数削減 C 土工

躯体（RC） 標準化・モジュール化 D 鉄筋工

躯体（S） 省人化 S 型枠工

外装 IT化・高効率化 E 左官工

内装 工場製品化・PCa化 鍛冶工

外構 ユニット化 金属工

設備 機械化 内装工

IT化 多能工化・共業化 電工

特殊構工法 VE・設計変更 配管工

2018.04.01

Phase0（営業）

Phase1（企画）

Phase2（基本設計）

Phase3（実施設計）

Phase4（施工準備）

Phase5(施工）

メーカー等 昭和電工建材株式会社

備　考 事前に設備施工会社および監理者の承認が必要。

検討時期 部位・種別 着眼点 効果 職種

特　許 昭和電工建材株式会社・株式会社ジェス

屋上スラブの貫通部の通称「ハト小屋」をユニット化し、スラブコンクリート打
設前に先行設置する工法。
従来のハト小屋躯体工事がなく、ユニット設置後直ちに防水工事や設備配管
工事に着手できるので工期の短縮効果が期待できる。

特　徴
・

効　果
・

メリット

【工期】
・「ハト小屋」の躯体工事がなくなり大幅な工期短縮が可能。
【資材・労務】
・「ハト小屋」躯体工事がないので、型枠・鉄筋・コンクリートの労務が削減でき
る。
・上記作業に伴う廃材がなくなる。
・材質はコンクリートに比べ耐久性、強度が優れておりメンテナンスも容易。
【コスト】
・「ハト小屋」躯体工事費の削減。
【品質】
・防水工事等の納まりを考慮した形状としているため、高品質な施工が可能。

適用条件 特になし

構成部材 各部名称 

施工状況 

カタログより 
（2017年12月11日） 


	No.2018-外装-05

